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ニ

若
湘
献
上

ふ
貰
所
、
一
天
皇
・
皇
后
両
陛
下
、
皇
太
子
・
同
極
両
陛
下
、
三
蔽
一
宮
殿
下
へ
献
上

S

宗
節
四
ヤ
七
回

三
月
十
七
日
、
早
春
の
玄
界
灘
の
天
然
若
布
を
賢
所
、
天
皇

皇
后
両
陛
下
、
皇
太
子
同
妃
両
殿
下
、
三
笠
宮
殿
下
へ
献
上
を

と
、
神
島
宮
司
、
廣
渡
正
氏
（
宗
像
漁
協
副
組
合
長
理
事
）
、
上
妻

良
美
氏
（
宗
像
漁
協
津
屋
崎
支
所
長
）
、
随
行
神
職
の
四
名
が
宮

中
へ
参
内
し
、
恙
な
く
献
上
申
し
上
げ
た
。

こ
の
皇
室
へ
の
若
布
献
上
は
、
昭
和
三
十
八
年
に
、
「
宗
像
七

浦
」
と
称
さ
れ
る
、
大
島
・
鐘
崎
・
神
湊
．
勝
浦
・
地
ノ
島
・
津
屋

崎
•
福
間
の
組
合
員
で
結
成
さ

れ
た
「
宗
像
大
社
海
洋
神
事
奉
一

賛
会
」
設
立
の
際
に
、
宗
像
大
神

の
御
神
徳
が
、
国
家
・
皇
室
の
守

護
で
あ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、

皇
室
の
御
安
泰
と
聖
寿
の
長
久

万
歳
を
祈
念
し
て
始
め
ら
れ

た
。
今
年
で
四
十
七
回
を
迎
え

た
こ
の
「
若
布
献
上
」
は
、
秋
の

「
み
あ
れ
祭
」
と
並
び
、
同
会
の

一
大
行
事
で
あ
る
。

若
布
は
二
月
末
頃
よ
り
地
ノ

島
沖
で
採
取
が
始
め
ら
れ
た
。

□

`
`
 

総
理
大
臣
で
あ
る
麻
生
太
郎
首
相
の
講
演

を
拝
聴
出
来
た
。
そ
の
中
で
「
現
在
、
環
境

問
題
が
論
議
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
鎮
守
の

森
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
全
国
津
々
浦
々
、

森
の
無
い
神
社
は
あ
り
ま
せ
ん
。
神
社
は

昔
か
ら
自
然
を
大
事
に
し
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
は
世
界
に
誇
れ
る
信
仰
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
」
と
言
わ
れ
た
。
私
に
し
て
み
れ

ば
あ
ま
り
に
も
基
本
す
ぎ
て
、
逆
に
忘
れ

て
い
た
よ
う
な
気
が
し
た
。
そ
れ
か
ら
神

道
の
原
点
で
あ
る
「
自
然
崇
拝
」
を
再
度
意

識
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
宗
像
大
社
は
沖

ノ
島
や
辺
津
宮
の
高
宮
祭
場
に
見
ら
れ
る

よ
う
に
、
特
に
「
自
然
崇
拝
」
の
要
素
が
強

い
神
社
で
あ
る
。
日
本
人
は
古
代
よ
り
自

然
に
対
し
畏
敬
の
念
を
持
ち
な
が
ら
自
然

の
恵
み
に
感
謝
し
、
時
に
は
恐
れ
を
持
っ

て
生
活
し
て
い
る
う
ち
に
、
そ
れ
を
神
と

し
て
表
現
し
、
い
つ
し
か
神
社
を
建
立
し

て
伝
統
を
守
っ
て
き
た
。

経
済
危
機
と
言
わ
れ
て
い
る
が
政
治
で

は
国
民
の
生
活
を
考
え
る
以
前
に
政
権
抗

争
の
方
が
優
先
に
見
え
て
し
ま
う
。
環
境

を
ビ
ジ
ネ
ス
に
考
え
る
構
想
も
沢
山
あ
る

が
、
日
本
人
が
昔
か
ら
培
っ
て
き
た
「
自
然

崇
拝
」
に
対
し
て
の
考
え
を
再
認
識
す
れ

ば
他
国
と
は
違
っ
た
、
環
境
へ
の
取
り
組

み
や
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
が
生
ま
れ
、
環
境

を
通
し
て
、
世
界
を
リ
ー
ド
出
来
る
日
本

復
活
の
更
な
る
ヒ
ン
ト
が
あ
る
よ
う
な
気

が
す
る
。
（
葦
）

5月祭事暦

毎月 1 ・ 15日肖茨祭
午前10時～
高宮祭
第二宮•第三宮祭
宗像護国神社祭(1日）

午前11 時～
総社祭
浦安舞奉奏(1日）
盟栄舞奉奏（ 15 日）

5日五月・浜宮祭

午前10時30分～浜宮祭
於＝宗像市神湊浜宮

午前11 時～五月祭
於＝宗像市江日五月宮

27日沖津宮現地大祭

午前7時大島港出港
於＝沖ノ島・沖津宮

装束店 〒600-8503 京都市下京区油小路通六条上る
神具・装束・授与品 フリーダイヤル 0120-075-980

令井 肉福岡店：り望唸開。門ぷげ嘉1-12-10-40 I 

授与品店〒 601-8348 京都市南区吉祥院観音堂町23
フリーダイヤル 0120-075-820

木組の家 匠の技

紅‘会社女江組
〒81 1-3 4-06福岡県宗像市稲元4丁目 1-20 電話co q4-0)32-2567

総合建築業

宗像大社ホームページ http://www. munakata-taisha.or.jp/ 
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海
上
が
時
化
る
事
が
多
か
っ
た
＿
た
。
そ
の
後
、
神
職
と
巫
女
が
一
定
＿
し
て
い
た
そ
う
で
あ
る
。
ー
じ
三
笠
宮
殿
下
へ
献
上
申
し
上
げ
一
尚
、
本
年
も
全
日
本
空
輸
株
式

が
、
関
係
者
の
御
尽
力
に
よ
り
、
肉
i
量
づ
つ
測
り
、
杉
箱
に
納
め
献
上
ー
上
京
し
た
一
行
は
、
翌
十
七
日
た
。
こ
こ
に
、
本
年
の
若
布
献
上
の
：
会
社
様
、
出
光
興
産
株
式
会
社
様

厚
で
磯
の
香
り
が
強
い
良
質
な
若
一
用
と
し
て
完
成
し
た
。
」
午
前
＋
時
皇
居
坂
下
門
よ
り
参
儀
、
無
事
に
終
了
し
た0

:
を
始
め
多
く
の
皆
様
に
こ
支
援
賜

布
を
採
取
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
一
献
上
前
日
の
十
六
日
、
本
殿
で
ー
内
、
宮
殿
に
て
神
島
宮
司
が
記
帳
ー
若
布
献
上
が
終
わ
る
と
、
神
郡
ー
り
、
略
儀
で
は
こ
ざ
い
ま
す
が
紙

採
取
さ
れ
た
若
布
は
、
「
椿
油
」
を
献
上
奉
告
祭
を
斎
行
後
、
一
同
出
の
後
、
掌
典
長
井
関
秀
男
氏
に
若
宗
像
に
は
春
が
も
う
そ
こ
迄
、
近
面
を
も
ち
ま
し
て
厚
く
御
礼
申
し

塗
っ
た
板
で
天
日
干
し
さ
れ
、
三
社
。
福
岡
空
港
で
は
、
当
大
社
巫
女
布
献
上
の
旨
を
言
上
、
掌
典
長
を
付
い
て
い
る
。

V
5
~

上
げ
ま
す
。

月
二
日
に
当
大
社
へ
納
入
さ
れ
·
よ
り
若
布
を
空
路
運
ん
で
い
た
だ
通
じ
賢
所
へ
献
上
し
、
更
に
侍
従
鳴
{
t
必
介
’
·
ロ

く
全
日
本
空
輸
一
職
、
大
村
卓
司
氏
を
通
じ
、
天
皇
皇
百
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

闊
の
客
室
乗
務
后
両
陛
下
に
献
上
申
し
上
げ
た
。
~
本
年
の
若
布
献
上
者
は

員
へ
、
若
布
を
手
―
続
い
て
宮
中
三
殿
参
拝
の
栄
に
浴
一
左
記
の
通
り
。

渡
す
セ
レ
モ
ニ
し
、
宮
中
で
の
献
上
の
儀
、
滞
る
：
·
目
寄
・

1

ー
が
行
わ
れ
、
周
：
と
な
く
終
え
た
。
~
宮
司
神
島
定

囲
の
方
も
注
目
]
宮
中
を
辞
し
た
一
行
は
、
赤
坂
~
権
禰
宜
松
林
拓

さ
れ
て
様
子
を
一
御
所
へ
向
か
い
、
東
宮
侍
従
職
坂
~

見
守
っ
て
い
た
。
根
工
博
氏
を
通
じ
て
、
皇
太
子
同
―
―
―
ま

3戸
一
i
-
9
よ
[
I

ま
た
若
布
と
同
」
妃
両
殿
下
へ
献
上
申
し
上
げ
、
三
i
副
組
合
長
理
事
廣
渡
正

便
で
搭
乗
さ
れ
i
笠
宮
付
宮
務
官
板
倉
孝
治
氏
を
通
i
津
屋
崎
支
所
長
上
妻
良
美

た
方
々
に
は
、
記
一

念
品
と
し
て
張
一

子
の
置
物
も
配
一

ら
れ
、
乗
り
合
わ
一

せ
た
方
々
は
笑
一

顔
で
受
け
取
っ
一

て
お
ら
れ
た
。
一

現
在
は
、
飛
行
一

機
で
上
京
し
て
一

い
る
が
、
献
上
初
一

期
の
頃
は
、
新
幹
一

線
も
開
通
し
て
一

お
ら
ず
夜
行
列
一

車
に
乗
り
、
上
京
一
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春
季
大
祭
斎
行

丞
皐
愚
篇
警
獅
羹
詈
犀
年
奉
塁
祭
‘
—
ノ
ー

9

1

:

 四
月
一
・
ニ
日
の
両
日
、
春
季
大
・
寒
さ
の
ま
い
戻
る
、
寒
空
の
下
で
ー
と
参
進
。

祭
が
斎
行
さ
れ
た
。
一

1
一
月
の
三
十
斎
行
と
な
っ
た
が
、
境
内
は
多
く
高
向
権
宮
司
が
国
家
鎮
護
・
皇
室

日
に
は
早
朝
よ
り
地
元
総
代
並
び
の
氏
子
・
崇
敬
者
で
賑
わ
い
を
見
安
泰
・
五
穀
豊
穣
を
祈
念
す
る
祝
詞

に
協
力
会
の
皆
様
の
こ
奉
仕
に
よ
せ
た
。
四
月
一
日
午
前
十
一
時
、
高
を
奏
上
、
続
い
て
氏
子
会
を
代
表
し

り
、
注
連
縄
、
紙
垂
の
取
り
替
え
等
]
回
権
宮
司
以
下
神
職
、
氏
子
奉
幣
」
石
田
剛
明
氏
（
宗
像
市
東
郷
）
が
奉

が
行
わ
れ
、
大
祭
を
迎
え
る
ば
か
i
使
、
鎮
国
寺
立
部
瑞
真
副
住
職
、
主
~
幣
詞
を
奏
上
し
た
。
―

り
と
な
っ
た
。
．
埜
地
方
風
俗
舞
保
存
会
員
、
浦
安
i
そ
の
後
、
保
存
会
の
御
奉
仕
に
よ
一

当
日
、
桜
の
花
も
驚
き
、
花
開
く
舞
奉
仕
者
、
総
代
等
が
斎
館
前
に
り
、
宮
中
舞
楽
の
手
振
り
を
伝
え
る
＿

の
を
留
ま
ら
せ
る
よ
う
な
、
冬
の
]
列
立
し
祓
所
で
身
を
清
め
本
殿
へ
．
「
主
碁
地
方
風
俗
舞
」
、
更
に
玄
海
中
一

学
校
女
子
生
徒
に
よ
る

「
浦
安
舞
」
が
奉
奏
さ
れ
、
春
を
告
げ

る
神
苑
に
悠
遠
な
平
安
絵
巻
が
繰

り
広
げ
ら
れ
た
。

翌
二
日
は
、
午
前
十
一
時
よ
り
二

日
祭
が
斎
行
さ
れ
、
海
上
安
全
、
大

漁
満
足
が
祈
念
さ
れ
た
。
祭
典
後
に

は
海
洋
神
事
の
功
労
者
に
対
し
、
当

大
社
よ
り
感
謝
状
と
記
念
品
が
贈

呈
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
高
宮
、
第
一
一
宮
、
第
三
宮
、

宗
像
護
国
神
社
へ
と
、
各
神
職
・
参

列
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
祭
場
へ
進
み
、

各
所
で
春
祭
が
斎
行
さ
れ
た
。

宗
像
護
国
神
社
春
季
大
祭
で
は
、

宗
像
・
福
津
両
市
の
御
遺
族
を
は
じ

め
多
く
の
崇
敬
者
が
参
列
さ
れ
る

·申軒和9申い序•
（舞方）清水 洋介 （歌方）

松井徳一郎
中野 久志
吉田 光利

一］店豆，山i,1ll111
野
野
中
中

ふみな
ひとみ

ハ尋
橘

一社K9[nー

美咲紀

沙也加

津
本
野
崎
林

石
菊
中
福
小

秀
二
徳
志
成

典
兼
正
武
拓

メムレ
＾ゞ▲^ ~腎や

中
本
上
野
谷
島

田
宮
田
矢
石
永

雄
則
剛
虎
行
栄

幸
昭
竹
利

島
志
島
畑
部

永
田
児
田
占
間

善行（宗像漁業協同組合／本所）

正弘（宗像漁業協同組合／大島支所） ! 

寛治（宗像漁業協同組合／地ノ島支所）

洋一（宗像漁業協同組合／福間支所）

実（鐘崎漁業協同組合）

利夫（宗像漁業協同組合／津屋崎支所）
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中
、
護
国
の
英
霊
を
お
慰
め
申
上

げ
る
と
共
に
、
遺
族
並
び
に
両
市

民
の
弥
栄
が
祈
念
さ
れ
た
。

同
刻
儀
式
殿
に
於
い
て
は
、
交

通
安
全
講
社
祭
が
斎
行
さ
れ
、
講

員
皆
様
の
今
年
一
年
の
交
通
安
全

が
祈
念
さ
れ
た
。

午
後
二
時
か
ら
は
、
本
殿
に
於

い
て
献
茶
祭
が
行
わ
れ
日
頃
学
ん

だ
茶
道
の
成
果
を
、
当
大
社
巫
女

を
代
表
し
て
、
清
水
巫
女
長
が
、
南

坊
流
の
獣
紗
さ
ば
き
も
爽
や
か
に

御
点
前
を
披
露
し
た
。

か
く
し
て
二
日
間
に
亘
る
春
季

大
祭
も
無
事
斎
行
さ
れ
、
春
の
一

＼一し神存て，、こ9 人生廿わし所で後 大一
厳宗に宮祭大行宮 さ参長祝両 運；票盆悶ば靡あき:~ ~緊ぱ唸孟掌
粛像、‘での島わ中本れ列‘祭陛尚んく像 1| t ‘三楽にい般御春な春も信豆り旦胃犀仁嘉喜な累贋ヵ、5 心バ言のに春力i保＋し対たに神竺く［間〗：盆fi閲:シ [9 閂竺、［ [ ［召盆汚［哀誌芋窒姿［豆 9 ｀翫四： : 
たので立り宮大そは 裡敬員五天 内るのも称物て'--秋祭書に＋ 了
。祭十つ、春社の十 に者氏＋皇 に行悶こも館いっ品の事を当礼嘉し
事日八辺季で日日 斎多子年皇 足事はの消竣たし-,が虫大ー、た
がに日津大はにで 行数会奉后 をと、保え工゜、放り行干社ま戦゜

春
麗
か
な
陽
気
に
包
ま
れ
た
四
]
協
会
が
主
催
し
三
月
二
十
九
日
よ
i

月
五
日
、
鎮
国
寺
花
ま
つ
り
の
稚
：
り
四
月
二
十
八
日
ま
で
の
一
ヶ
月
一

児
行
列
が
行
わ
れ
、
宗
像
大
社
よ
―
間
鎮
国
寺
で
開
催
さ
れ
て
お
り
、
一

り
鎮
国
寺
ま
で
の
約
一
キ
ロ
を
稚
：
地
域
の
子
供
達
に
両
寺
社
を
身
近
一

児
凡
そ
百
五
十
名
を
含
む
延
べ
参
一
に
感
じ
て
ほ
し
い
と
、
期
間
中
お
一

百
名
が
参
加
し
た
。
i
釈
迦
様
の
誕
生
日
で
あ
る
四
月
八
i

o
.
.
 
: 

ヽ
J
.

.

 

.
 T'
.
4
.
 

こ
の
「
花
ま
つ
り
」
は
宗
像
観
光
一
日
に
合
わ
せ
こ
の
稚
児
行
列
が
催
i
'
、

3
ヽ
｀

~
“
4
ー,. 

磁
さ
れ
今
年
で
三
年
一

4

上
・

r
.

゜

5
 

目
と
な
る

当
日
は
快
晴
に
i

恵
ま
れ
続
々
と
稚
i

r

9
,
ノ

ヽ

児
達
が
参
集
、
稚
i
-

』
、
ー

i
向
か
っ
た
。

児
衣
装
に
身
を
整
―i

同
寺
へ
到
着
す
る
と
恒
例
と
な

え
午
前
十
一
時
当
i

一
っ
た
玄
界
高
校
邦
楽
部
に
よ
る
太

大
社
拝
殿
に
お
い
i

一
鼓
演
奏
・
表
千
家
三
上
宗
生
祥
氏

て
正
式
参
拝
し
宗
~

i
に
よ
る
野
点
・
振
舞
い
鍋
等
に
加

像
大
社
氏
子
青
年
一

．
え
餅
撒
き
大
会
が
本
年
よ
り
催
さ

会
、
ボ
ー
イ
ス
カ
i

：
れ
、
両
寺
社
の
春
の
一
日
は
大
い

ウ
ト
・
当
日
乗
馬
i

一
に
賑
わ
い
を
み
せ
た
。

を
準
備
い
た
だ
い
―

た
カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
i

キ
ャ
ン
プ
の
誘
一

導
・
警
護
の
も
と
i

約
三
百
名
の
大
行
一

列
は
鎮
国
寺
へ
と
一

会
主
催寺

抱
ま
つ
り

社
S

鎮
国
寺
を
稚
児
行
列

>~,, 
刀、1し
7 ~レ

ァ＾：

^ 



第579号 （第三種郵便物許可毎月 1 日発行） 宗 MUNAKATA 像 平成21 年5月 1 日金曜日＜ま

·哨印I’li|[?,'’~i
小学生の部 ：小学 1 年生

日の里剣道教室！小学2年生
中学生・男子 ：小学3年生

玄海中学校 ！小学4年生
中学生・女子 ：小学5年生

自由ヶ丘中学校！小学6年生
！中学生／男子

！中学生／女子

·1·「 1↑
下川大雅（河東）

宮崎滉大（日の里）

荒木将成（東部）

熊谷有紗（東部）

厚颯（東部）

永井拓磨（日の里）

池田 旋（日の里中）

池田彩夏（自由ヶ丘中）

菖
ヽ冨， . 

__ ．贔一鳴 —」 ` — ｷ ..  、 し

•ぃ•--、9· ｷ-ｷ  m日 1 口 l`」で、巫女六名の職員が新たに加わりましたので、下記の通り、ご紹
......................................................................................................................... 

四
月
五
日
春
季
恒
例
の
奉
納
剣
道
大
会
が
行
わ
れ
た
。

例
年
は
当
大
社
本
殿
横
で
行
わ
れ
て
い
る
が
、
前
日
の
雨
と
い
う

予
報
も
あ
り
、
昨
年
同
様
、
予
備
会
場
の
玄
海
中
学
校
体
育
館
で
開
催

さ
れ
た
。

午
前
九
時
の
開
会
式
に
は
、
参
加
選
手
（
小
中
学
生
）
・
審
判
員
・
父

兄
ら
多
く
の
人
が
体
育
館
に
集
合
、
一
同
神
職
よ
り
お
祓
い
を
受
け

宗
像
大
社
を
遥
拝
し
た
。
そ
の
後
、
日
本
剣
道
形
関
係
者
の
み
当
大
社

へ
移
動
し
、
御
神
前
へ
居
合
の
演
武
を
奉
納
し
た
。

試
合
が
始
ま
る
と
、
日
頃
稽
古
で
鍛
え
た
成
果
を
発
揮
し
よ
う
と
、

掛
け
声
を
張
り
上
げ
て
相
手
に
挑
む
姿
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。
約
六

時
間
に
亘
り
繰
り
広
げ
ら
れ
た
熱
戦
も
午
後
三
時
に
は
幕
を
閉
じ
、

一
喜
一
憂
様
々
な
表
情
で
体
育
館
を
後
に
し
て
い
た
。

春
季
奉
納
刻
道
大
会

雨
天
に
よ
り
玄
海
中
学
校
体
育
館
で
開
催

②昭和63年6月 12 日 (20歳）
③広島県
④銀河学院高等学校
東海大学福岡短期大学

⑤日本の文化に興味があり、礼儀作法等
を身につけたいと思い奉職しました。

⑥旅行。大都市よりも自然豊かなところ
をいろいろと訪れたいです。

⑦地元の氏子さん、遠方から参拝された
方に、宗像大社にお参りしてよかった
と感じていただけるような社頭応対を
したいと思います。

②昭和63年7月 28日生 (20歳）
③遠賀郡岡垣町
④ハ幡中央高等学校
東海大学福岡短期大学

⑤宗像大社に参拝し、巫女さんを目にし
素敵だと思いました

⑥音楽鑑四、ダンス、ドライブ（勿論お祓
い済）

⑦宗像大社や神社に関する知識を身につ
け、参拝者の方々とスムーズにコミュニ
ケーションがとれるようにいろいろと
勉強させていただきたいと思います。

②昭和63年 12月 31 日 (20歳）
③福津市
④東海第五高等学校
東海大学福岡短期大学

⑤地元で以前から日本の文化に関心を抱
いており、伝統文化や慣習に興味があ
り奉職しました。

⑥音楽鑑賞、ドライプ（母といろいろな所
に行くのが楽しみです）

⑦日々神社のことを勉強させていただ
き、宗像大社の神様に恥じない行動を
心がけたいです。

②平成元年 1 月 21 日 (20歳）
, ③宗像市
' ④東海大学附属第五高等学校

東海大学福岡短期大学
⑤以前から初詣などで参拝はしていまし
たが、一般企業と異なり神社という特殊
な業務内容に興味があり奉職しました。

⑥水泳、ピアノ、書道
⑦様々な知識を身につけ、授与所での業務
に生かせるよう頑張りたいと思います。

②平成2年4月 1 1 日生 (19歳）
③福岡市東区
④福岡工業大学付属 城東高等学校
⑤幼少から何度も参拝していた神社でしたし、
高校に求人がきたため奉職を希望しました。

⑥サックス（吹奏楽部でした）、免許はま
だ取ってませんが、早く車を運転して
ドライブに行きたいです。勿論、お祓い
をしていただいて。

⑦氏子さんや参拝者、神職さんや巫女さ
んをはじめとした職員、皆様から信頼
される巫女、人間になるのみです。

②平成2年7月 31 日生 (18歳）
③北九州市若松区
④折尾愛真高等学校
⑤毎年家族と参拝しており、高校の先苗
が何人も奉職している宗像大社の巫女
に、私もなりたかったからです。

⑥テニス（硬式テニスでは団体で全国大
会に出場しました）、ライプ（コンサー
トに行くのが好きです）

⑦明る＜笑顔で元気よく参拝者の皆様に
接したいと思います。



箔 第579号（昭和36年5月 10日第三種郵便物許可毎月 1 日発行） 刀マ
, 

MUNAKATA 像 平成21 年5月 1 日金曜日

一
洋
文
庫
）
天
下
泰
平
、
鎖
国
、
そ
し

l
l
-
―
―
五
月
一
日
将

]
て
旅
を
容
易
に
し
て
い
る
の
が
諸
一
軍
（
家
斉
）
に

.
I
 

i
大
名
の
参
勤
交
代
制
で
あ
っ
た
。
―
f
t
拝
謁
、
五
月

道
路
（
街
道
）
宿
場
も
そ
れ
と
共
に
一
均
＋
八
日
に
江

一
発
展
整
備
し
た
の
で
あ
る
。
戸
を
出
発
、

i
シ
ー
ボ
ル
ト
一
行
は
一
八
二
六

l

七
月
七
日
に

出
島
和
蘭
陀
商
館
長
の
江
戸
参
．
下
・
筆
者
・
賄
方
・
宰
領
・
従
僕
な
ど
任
。
日
本
の
動
植
物
、
地
理
、
歴
史
、
年
長
崎
を
出
立
し
た
が
、
長
崎
ー
』
一
出
島
に
戻
っ

府
は
将
軍
に
お
礼
を
言
上
し
贈
物
[
の
小
者
で
ヽ
シ
l

ボ
ル
ト
の
江
戸
]
目
語
を
研
究
o

長
崎
に
嗚
滝
塾
を
f
翌
即
小
倉
ま
で
が
五
十
七
里
二
町
冑
芦
て
い
る

o

を
献
ず
る
た
め
に
行
わ
れ
た
。
一
参
府
で
は
、
日
本
人
の
随
行
者
数
開
い
た
。
二
十
八
年
帰
国
の
際
、
国
二
十
間
半
（
約
ニ
ニ
八
キ
ロ
）
あ
り
、
ー
長
崎
出
島
、
そ
し
て
長
崎
路
（
街

六
三
三
年
S

一
八
五
0
年
ま
で
一
は
五
十
七
名
で
あ
っ
た
。
一
行
の
禁
の
地
図
が
発
見
さ
れ
、
罪
を
問
ま
た
原
田
ー
黒
崎
間
約
五
十
八
キ
道
、
脇
往
還
と
も
呼
ぶ
）
は
、
ヨ
ー

六
六
回
で
あ
る
。
医
師
、
通
詞
等
が
江
戸
滞
在
は
二

S

三
週
間
が
普
通
わ
れ
た
（
シ
ー
ボ
ル
ト
事
件
）
。
五
口
、
こ
の
間
の
宿
は
筑
前
六
宿
と
ロ
ッ
パ
最
進
の
文
化
を
運
び
、
そ

付
き
添
っ
た
。
日
本
側
の
同
行
者
で
、
宿
舎
は
日
本
橋
•
本
石
町
の
長
十
九
年
再
び
来
日
、
幕
府
の
外
事
呼
ば
れ
た
。
れ
を
学
ぶ
蘭
学
者
や
好
学
に
燃
え

は
検
使
一
名
・
下
役
一
―S

三
名
・
年
崎
屋
源
右
衛
門
方
で
あ
っ
た
。
顧
問
と
な
っ
た
。
六
十
二
年
出
国
。
．
一
八
二
六
年
二
月
十
五
日
出
島
た
若
者
が
目
指
し
た
。
ま
た
象
や

番
の
大
通
詞
・
小
通
詞
・
各
一
名
以
．
長
崎
ー
江
戸
間
に
要
し
た
日
数
シ
ー
ボ
ル
ト
は
長
崎
|
江
戸
の
．
を
出
発
し
た
シ
ー
ボ
ル
ト
は
二
月
賂
舵
な
ど
の
珍
獣
も
通
っ
た
と
こ

は
最
長
一
四
二
日
間
、
短
「
参
府
紀
行
」
の
中
で
道
中
の
様
子
十
九
日
に
肥
前
神
崎
ー
山
家
（
筑
ろ
で
あ
る
。
江
戸
参
府
紀
行
は
長

く
て
六
十
七
日
間
、
九
〇
や
風
俗
、
動
植
物
の
こ
と
な
ど
も
紫
野
市
）
、
二
月
二
十
日
に
は
山
家
崎
路
や
宿
場
・
見
聞
の
様
子
も
こ

日
間
前
後
が
普
通
で
あ
観
察
し
て
記
述
し
て
い
る
。
「
お
そ
か
ら
木
屋
瀬
、
二
月
二
十
二
日
に
ま
か
に
記
述
さ
れ
て
い
る
し
、
将

っ
た
と
い
う
。
：
り
く
ア
ジ
ア
に
お
け
る
ど
ん
な
国
i
小
倉
ー
下
関
と
旅
は
続
き
、
四
月
]
早
拝
掲
の
様
子
も
興
味
つ
き
な
い

シ
ー
ボ
ル
ト
（
一
七
九
に
お
い
て
も
、
旅
行
と
い
う
こ
と
十
日
に
神
奈
川
・
川
崎
ー
江
戸
へ
、
も
の
が
あ
る
。

六
ー
一
八
六
六
）
は
ド
イ
が
日
本
に
お
け
る
ほ
ど
、
こ
ん
な
一

ツ
人
、
和
蘭
陀
商
館
医
で
一
に
一
般
化
し
て
い
る
国
は
な
い
。
一

あ
り
、
博
物
学
者
。
一
八
一
自
分
の
領
土
か
ら
江
戸
へ
行
き
来
[

二
三
年
（
文
政
六
）
に
岡
す
る
大
名
の
絶
え
間
な
い
行
列
。
一

館
医
と
し
て
長
崎
に
着
一
活
発
な
国
内
商
業
、
そ
の
貨
物
の
i

s□

集
散
地
大
坂
に
は
こ
の
国
の
あ
ら
一

i
，
二
ゆ
る
地
方
か
ら
売
手
や
買
手
が
殺
[

l叫
虞
叫
[
[
[


＞
一
う
で
あ
る
」
（
江
戸
参
府
紀
行
・
東
一

（続）

ゞ
·
·
ー
、

`
-
ｷ
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福
津
市
若
木
台
野
間
精
一

海
人
を
詠
み
し
万
葉
歌
を
問
は
れ
た
り
す
ぐ
に
は
出
で
ず
口
惜
し
か
り
け
り

暉
万
葉
集
を
第
一
と
し
た
ア
ラ
ラ
ギ
系
の
歌
人
な
ら
で
は
の
、
自
負
と
無
念
さ
。

う
き
は
市
浮
羽
町
向
則
正

寒
中
に
ク
リ
ス
マ
ス
ロ
ー
ズ
の
紅
き
花
俯
き
し
ま
ま
密
や
か
に
咲
く

「
う
つ
む
く
や
さ
し
さ
の
花
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
ク
リ
ス
マ

一
記
』
詞
筐
ぃ
彗
賢
言
麟

0を
受
け

福
津
市
星
ヶ
丘
佐
々
木
和
彦

バ
ケ
ツ
の
水
連
び
て
お
れ
ば
海
か
ら
の
風
あ
た
た
か
き
こ
と
に
気
づ
け
り

暉
か
す
か
な
春
の
気
配
を
感
じ
た
一
瞬
、
歌
人
な
ら
で
は
の
鋭
敏
な
感
性
で
あ
る
。

つ
ば
さ

北
九
州
市
八
幡
西
区
吉
田
ウ
ト
子

方
丈
の
ま
さ
ぬ
み
寺
に
み
づ
み
づ
と
朱
を
と
も
せ
る
拾
追
の
西
王
母

四
闘
げ
員
渭□冨□屑
と
呼
ば
れ
る
椿
の
花
の
色
が

宗
像
市
田
久
巻
桔
梗

地
の
島
の
板
干
し
ワ
カ
メ
さ
す
た
け
の
大
宮
び
と
は
仲
良
く
食
す
や

口
戸
屁
峠
瓢
‘
バ
三
冒
胃
鱈
彗
讀

]
0
上
の

宗
像
市
土
穴
山
本
静
子

子
が
く
れ
し
ロ
ー
マ
字
電
子
に
と
ま
ど
い
て
漸
く
出
た
り
春
風
胎
蕩

進
化
す
る
電
子
化
、
に
付
い
て
行
け
な
い
世
代
の
う
た
。
ロ
ー

一
臼
麟
口
闘
瓢
霞
t
l
j
区
げ
言
彗

0得
た
気

宗
像
市
大
島
杉
田
轄
子

く
る
く
る
と
右
に
左
に
廻
り
つ
つ
烏
賊
か
わ
き
ゆ
く
汐
風
受
け
て

回
大
島
ら
し
い
一
首
。
寒
の
海
風
に
乾
い
た
ス
ル
メ
は
さ
ぞ
旨
い
こ
と
だ
ろ
う
。

大
野
展
男
選
毎
月

2
5
日
メ
切

oo ぶ
盆
笈
こ
詠
革

北
九
州
市
八
幡
西
区
豊
田
ミ
ツ
子

得
し
こ
と
と
喪
へ
る
も
の
交
錯
し
過
去
へ
過
去
へ
と
こ
こ
ろ
の
は
し
る

-
l
J
門
賛
覧
認
い
賃

□汀
汀
か

o`
Lかも

宗
像
市
田
久
井
上
光
さ
ち
こ

傘
寿
の
賀
に
妻
の
幸
子
は
三
十
に
若
返
り
ま
す
と
乾
杯
し
た
り

圃
夫
婦
愛
に
溢
れ
た
う
た
。
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
雰
囲
気
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

宗
像
市
東
旭
ヶ
丘
天
野
玲
子

春
の
日
の
ぬ
く
も
り
受
け
て
縁
側
に
い
つ
か
居
眠
る
母
の
せ
し
こ
と

北
九
州
市
戸
畑
区
田
中
ハ
ッ
セ

縁
先
の
小
梅
桜
が
ほ
こ
ろ
び
初
む
今
年
の
花
見
は
小
さ
な
桜

四
門
只
冒
[
“
戸
言
闘
L
[『
汀
げ
。

宗
像
市
田
野
森
甲
子

思
ふ
や
う
体
動
か
ぬ
も
ど
か
し
さ
も
嫁
と
頂
く
キ
ム
チ
の
旨
し

四
汀□汀
麟
り
＝
冒
履
鱈
汀
“
人
冥
加
の

福
津
市
光
陽
台
香
月
照
子

雪
柳
は
く
も
く
れ
ん
ま
た
連
姻
花
ベ
ッ
ト
の
窓
辺
に
春
は
過
ぎ
ゆ
く

四
認□認
げ
コ
亡0べ
て
過
ぎ
て
ゆ
く
春
の
季
節
を
惜

福
津
市
中
央
池
浦
千
鶴
子

こ
の
道
を
右
に
曲
が
れ
ば
山
桜
盛
り
し
頃
を
案
じ
て
急
ぐ

宗
像
市
日
の
里
大
和
美
由
紀

公
園
に
ま
だ
調
は
ぬ
郊
の
若
若
し
き
声
あ
か
つ
き
に
聞
く

満
開
の
山
桜
を
待
ち
が
て
に
し
て
い
る
池
浦
さ
ん
。
鶯
の
声

-
”
げ
い
応
い
]
馴

]
l
"
汀
覧
喜
紅
｀
只
。

福
岡
市
南
区
加
野
シ
ノ
ブ

菜
の
花
や
す
み
れ
桜
と
咲
き
匂
う
自
然
の
姿
に
う
す
れ
し
心

福
岡
市
南
区
井
田
有
久
衣

半
年
で
金
婚
式
を
む
か
う
る
に
夫
は
召
さ
れ
て
黄
泉
に
旅
立
つ

曇
．
g
·

せ
は
し
く
て
見
る
こ
と
な
か
り
し
冬
庭
に
自
ら
皮
を
剥
ぐ
さ
る
す
べ
り

蕗
の
数
ま
た
沈
I
花
匂
ふ
も
の
雨
や
み
し
今
朝
の
庭
よ
り
採
り
＜

料
ら
ん
と
組
板
の
上
に
の
せ
る
と
き
寒
の
ス
ズ
キ
の
う
ろ
こ
は
光
る

宗
像
市
神
湊
永
島
紀
子

雪
積
む
や
f
枚
田
畑
無
一
物

宗
像
市
平
井
占
部
詩
子

ほ
つ
ほ
つ
と
峡
の
春
灯
杏
い
ろ

福
津
市
勝
浦
高
山
睦
子

散
歩
道
只
今
桜
二
分
咲
き
に

宗
像
市
日
の
里
花
田
い
つ
枝

う
み

鴨
帰
る
湖
に
真
白
の
雲
残
し

当
大
社
で
は

＇
」
昭
和
三
十
五

-= 

年
よ
り
、
参
拝
者
の
皆
様
か
ら
の
浄
財

を
「
宗
像
大
社
奨
学
金
」
と
し
て
宗

像
・
福
津
市
内
の
中
学
校
二
十
校
の
卒

業
生
に
対
し
、
各
校
二
名
づ
つ
支
給
し

て
き
ま
し
た
。
現
在
も
時
折
、
生
前
妻

が
支
給
を
受
け
て
お
り
…
、
無
事
退
職

し
…
、
市
役
所
に
就
職
し
た
等
、
様
々

な
御
報
告
が
寄
せ
ら
れ
ま
す
▼
先
月

末
に
は
新
奨
学
生
を
含
む
本
年
度
の

奉
告
祭
が
斎
行
さ
れ
ま
し
た
じ
か
し
、

こ
こ
数
年
の
学
生
は
人
の
話
が
聞
け

な
か
っ
た
り
無
反
応
で
あ
っ
た
り
と
、

神
社
の
奨
学
金
を
理
解
で
き
て
い
る

の
か
疑
問
視
も
し
て
い
ま
し
た
▼
と

こ
ろ
が
先
日
、
素
行
が
良
い
と
は
言
え

な
か
っ
た
か
つ
て
の
奨
学
生
が
、
車
を

購
入
し
た
の
か
、
友
人
と
「
車
祓
j
に
来

社
し
て
い
ま
し
た
。
週
末
で
多
く
の
祈

願
者
が
お
り
特
に
声
は
か
け
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
充
分
に
彼
ら
彼
女
ら
に
は

通
じ
て
い
た
よ
う
で
す
▼
今
年
の
新

入
生
で
第
五
十
期
と
節
目
を
迎
え
、
奨

学
生
の
数
も
延
べ
七
九
五
人
に
達
し

ま
し
た
。
宗
像
大
神
様
と
の
御
神
縁
を

大
切
に
し
な
が
ら
、
奨
学
生
の
活
躍
を

祈
念
し
て
お
り
ま
す
。
（
塚
） 品

集
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